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瀬
戸
内
市
北
東
部
か
ら
備
前

市
南
西
部
に
か
け
て
約
１
３
０

基
の
窯
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、

備
前
地
方
の
一
大
須
恵
器
生
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
邑
久

古
窯
跡
群
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
現
在
確
認
さ
れ

て
い
る
窯
の
中
で
最
古
の
操
業

は
、
６
世
紀
中
ご
ろ
の
木
鍋
山

１
号
窯
跡
（
長
船
町
土
師
）
で

あ
り
、
そ
の
後
、
窯
が
移
動
し

な
が
ら
操
業
さ
れ
備
前
焼
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
指
定
史
跡
の
亀
ヶ

原
１
号
窯
跡
は
、
長
船
町
西
須

恵
の
桂
山
か
ら
南
に
延
び
る
標

高
約
90
　
の
南
東
に
面
し
た
斜

面
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
測
量
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
全
長
約
８
 
、
幅
約
１
・

５
 
、
高
さ
約
１
 
、
中
央
部

の
傾
斜
が
30
度
の
地
下
式
の
登

り
窯
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
採
集
さ
れ
た
蓋
杯･

甕
な
ど

の
須
恵
器
片
か
ら
飛
鳥
時
代
（
７

世
紀
前
半
ご
ろ
）
の
操
業
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
器
の
窯
は
、
操
業
を
終

え
破
棄
す
る
と
き
に
壊
し
た
り
、

長
年
の
風
化
に
よ
り
自
然
崩
落

し
た
り
す
る
も
の
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
の
窯
は
、
焼
成
口
部

と
煙
道
部
が
自
然
崩
落
し
て
い

る
も
の
の
、
大
部
分
の
天
井
部

が
操
業
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
ま
で
須
恵
器
窯
本
体
の

大
部
分
が
残
っ
て
い
る
数
少
な

い
存
在
は
、
窯
の
構
造
を
知
る

貴
重
な
遺
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
常
窯
の
下
斜
面
に
存

在
す
る
は
ず
の
灰
原
が
こ
の
窯

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
不
思
議
な

こ
と
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
桂
山
の
南
麓

に
は
、
数
基
の
窯
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
の
窯
も
６
世

紀
末
か
ら
７
世
紀
前
半
の
操
業

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
亀
ヶ
原
１
号
窯
跡
と
同
時
期

に
操
業
さ
れ
て
い
る
窯
に
は
、

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
寒

風
古
窯
跡
群
の
１
号
窯
が
あ
り

ま
す
。

　
備
前
地
域
を
代
表
す
る
窯
跡

群
で
生
産
さ
れ
た
数
多
く
の
製

品
は
、
瀬
戸
内
海
を
わ
た
り
近

畿
地
方
へ
も
流
通
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
瀬
戸
内
市
の
歴
史
を

知
る
貴
重
な
窯
跡
を
永
く
後
世

に
残
し
伝
え
た
い
と
願
い
ま

す
。

【
参
考
文
献
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史
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史
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財
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一
編
一
編
気
持
ち
を
込
め
て

　
　
「
手
編
み
ク
ラ
ブ
」

　

明るく楽しく
「瀬戸内エンジェルス」

　
瀬
戸
内
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
は
、

長
船
地
域
を
中

心
に
活
動
し
て

い
る
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。

小
学
校
４
年
生

か
ら
６
年
生
ま

で
の
女
子
15
人
が
、

毎
週
、
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
を
追
い
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を

駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

の
モ
ッ
ト
ー
は
『
明
る
く
楽
し

く
』。
ド
リ
ブ
ル
、
シ
ュ
ー
ト
、

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
練
習
に
精

を
出
し
ま
す
。

　
な
で
し
こ
カ
ッ
プ
全
国
ガ
ー

ル
ズ
・
エ
イ
ト
に
岡
山
県
代
表

選
手
と
し
て
、
同
ク
ラ
ブ
か
ら

３
人
の
選
手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
点
を
た
く
さ
ん
取
り
、
全
国
制

覇
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

る
岡
村
実
加
子
さ
ん
（
12
歳
・

長
船
町
土
師
）。

　「
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
」
と
口
を

そ
ろ
え
て
話
す
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ

ー
た
ち
。
サ
ッ
カ
ー
好
き
な
女

の
子
、
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
幼
稚
園
児
か
ら
参
加

で
き
ま
す
。

★
活
動
日
時
　
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

★
活
動
場
所
　
長
船
ベ
ネ
ッ
セ

　
グ
ラ
ウ
ン
ド

★
会
費
　
月
１
、
０
０
０
円

★
連
絡
先
　
宇
高
正
樹
さ
ん

　
　
０
９
０
―
２
２
９
０
―
１
６
２
９

自分で作ったセーターを着て講座に参加
する手編みクラブの皆さん

岡山県代表に選ばれた岡村実加子さん（左）、
榊原紗稀さん（中央）、森瑠菜さん（右）

サッカーが大好きな瀬戸内エンジェルスの皆さん

どんな作品が完成するかとても
楽しみ

このコーナーは、生涯学習に生き生きと取り組む皆さんを紹介し
ます。皆さんも仲間入りしませんか。

　
セ
ー
タ
ー
・
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
・

マ
フ
ラ
ー
・
室
内
履
き
な
ど
、

冬
に
は
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム

を
、
邑
久
町
公
民
館
で
楽
し
み

な
が
ら
、
編
み
物
を
し
て
い
る

手
編
み
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
思

い
思
い
の
品
を
、
一
編
一
編
気

持
ち
を
込
め
て
編
ん
で
い
ま
す
。

　
手
編
み
は
、
か
ぎ
針
や
棒
針

を
用
い
、
細
編
み
・
長
編
み
・

メ
リ
ヤ
ス
編
み
・
模
様
編
み
な

ど
の
編
み
方
で
、
作
品
を
作
り

ま
す
。
編
む
人
の
力
加
減
で
大

き
さ
が
変
わ
る
た
め
、
ゲ
ー
ジ

を
と
っ
て
、
着
る
人
の
体
に
合

っ
た
製
図
を
作
成
。
模
様
や
柄

を
考
え
な
が
ら
編
ん
で
い
き
ま

す
。
編
み
直
し
も
で
き
る
手
編

み
は
、
物
を
大
切
に
す
る
心
も

育
ち
ま
す
。

　
年
１
回
、
文
化
祭
で
作
品
を

披
露
。「
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、
も
ら
っ

た
ひ
と
も
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

品
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
よ
」
と

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
着
た
い
も

の
が
自
分
で
編
め
る
の
で
、
楽

し
さ
も
倍
増
で
す
。

★
活
動
日
時
　
第
２
・
４
水
曜
日

　
午
後
１
〜
４
時

★
活
動
場
所
　
邑
久
町
公
民
館

★
会
費
　
月
２
、
５
０
０
円

★
連
絡
先
　
田
中
広
美
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
１
７
５
６

ふ
た
つ
き

か
め

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

窯本体が今に残る須恵器窯

亀ヶ原１号窯跡
かめ   が   は ら


